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＜連絡事項＞
・医療安全管理委員会より、抗インフルエンザウイルス薬の安全対策についての掲示があります。各自、確認をお願いします。

＜患者様連絡事項＞
・瀧澤　杏奈様～本日13：00～1/7(月)13:00外泊となっています。

・高橋　伸治様～右顎下腺の腫脹・疼痛も治まってきているため、セフジトレンは終了。カロナール錠2×朝・夕/3日分処方となっています。

＜要注目患者様＞
・成田　富士子様～本日朝食後、気持ちの不安定さを訴え、ロラゼパム内服しています。昼食後は「インスリンが減ったせいで、手がこんなに…。」などと、荒れた手をスタッフへ差し出して見せ、疲労感を訴えロラゼパム内服しています。処置・内服に対しての拒否はありません。スタッフへ対しては、自分が落ち込んでいる様子をありありと表出していますが、他患者様とは表情良く交流されています。本人が言うほど、他者との関わりがストレスになっている様子は見られません。引き続き、本人の訴えを傾聴し行動観察していきましょう。

・泉川　ケイ子様～本日は朝・昼食とも不食し、SSTへも参加せず、自室で過ごされています。処方の仕方に不満を訴え、朝食後薬を一時的に拒否されることありましたが、時間をおき服用出来ています。以前の病棟への不満も聞かれていますが、妄想に左右された内容もありました。切迫した様子はありません。引き続き、生活リズムを整える様、プログラム参加や食事摂取を促していきましょう。

・原　吉郎様～「具合が悪い。」・「喉が痛い。」などと訴えること目立って来ています。本
日も同様の訴えが聞かれていましたが、切迫感はなく、午後には「大丈夫、良くなった。」と、買い物に出掛けています。薬の副作用による不調もありえる患者様です。引き続き、身体状態観察していきましょう。

＜事故振り返り＞
12/30佐々木淳様の転倒事故を振り返っています。
＜事故原因＞
・増薬中であり、普段より転倒リスクが高くなっている事に対し、スタッフの認識が甘かった。
・両手にゴミを持って移動していたことで、バランスが悪い歩行状態となっていた。
・見守り不足のため、上記の状態に気付けなかった。
　等の意見が挙げられました。

＜対策＞
・身体・精神状態の観察とともに、服薬状況も確認・情報共有を行う。
・所在確認を行い、見守りをする。
・手すり使用の促しや、突進歩行状態になる前に声掛けを行う。
・一度の注意・声掛けでは聞き入れる事ができない患者様である為、都度声掛けを行い、
見守り・必要時介入していく。
[bookmark: _GoBack]　以上の意見が挙げられました。
